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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよび Ciscoソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索
するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

拡張オブジェクトトラッキングに関する情報

拡張オブジェクトトラッキングの概要

拡張オブジェクトトラッキング機能が導入される前は、ホットスタンバイルータプロトコル

（HSRP）に単純なトラッキングメカニズムが内蔵されていますた。このメカニズムでは、イン
ターフェイスのラインプロトコルのステートしか追跡することができませんでした。インターフェ
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イスのラインプロトコルステートがダウンになった場合、ルータの HSRP優先度は削減され、よ
り高い優先度のもう 1つの HSRPルータがアクティブになることができます。

拡張オブジェクトトラッキング機能は、HSRPからトラッキングメカニズムを分離させて、独立
したトラッキングプロセスを別途生成します。これにより、HSRP以外のプロセスがこのトラッ
キングプロセスを使用できます。この機能を使用すると、インターフェイスのラインプロトコル

のステートに加えて他のオブジェクトも追跡できます。

HSRP、仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）、Gateway Load Balancing Protoco（GLBP）などのク
ライアントプロセスで、トラッキングオブジェクトに対する興味を登録し、追跡対象オブジェク

トの状態が変化したときに通知を受け取るようにすることができます。

各追跡対象オブジェクトには、トラッキングコマンドラインインターフェイス（CLI）で指定さ
れる一意の番号があります。クライアントプロセスは、この番号を使用して特定のオブジェクト

を追跡します。トラッキングプロセスは、追跡対象オブジェクトに値の変化がないかどうかを定

期的にポーリングし、（アップまたはダウン値など）変化があれば登録されているクライアント

プロセスに通知します。ただちに通知する場合と、指定された時間遅延後に通知する場合があり

ます。同じオブジェクトを複数のクライアントが追跡して、オブジェクトのステートが変化した

場合に、それぞれが異なるアクションを実行できます。

複数のオブジェクトを組み合わせて 1つのリストにして追跡することもできます。このリストの
状態判定には、重みしきい値またはパーセンテージを使用します。オブジェクトの組み合わせに

は、ブールロジックを使用できます。「AND」ブール関数を使用する追跡リストの場合、リスト
内の各オブジェクトがアップステートでないと追跡対象オブジェクトはアップになりません。

「OR」ブール関数を使用する追跡リストの場合、リスト内の1つのオブジェクトだけがアップス
テートであれば追跡対象オブジェクトはアップになります。

インターフェイスラインプロトコルまたは IP ルーティングステート
のトラッキング

インターフェイスラインプロトコルステートまたはインターフェイス IPルーティングステート
のいずれかを追跡できます。IPルーティングステートを追跡する場合、オブジェクトをアップす
るには次の 3つの条件が必要です。

•インターフェイス上で IPルーティングがイネーブル、かつアクティブになっている。

•インターフェイスラインプロトコルステートが使用可能な状態（アップ）にある。

•既知のインターフェイス IPアドレスを使用している。

この 3つの条件がすべて合致しないと、IPルーティングステートはダウンになります。

関連トピック

インターフェイスでのラインステートプロトコルまたは IPルーティングステートのトラッ
キングの設定, （4ページ）
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追跡リスト

オブジェクトの追跡リストは、ブール式、重みしきい値、またはパーセントしきい値を使用して

設定できます。トラッキング対象リストには 1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。オブ
ジェクトは存在していないと追跡リストに追加できません。

•設定にブール式による演算を指定する場合は、「AND」または「OR」演算子を使用します。

•追跡リストのステートを重みしきい値で判定する場合は、追跡リスト内の各オブジェクトに
重み番号を割り当てます。追跡リストのステートは、このしきい値に合致したかどうかで判

定されます。各オブジェクトのステートは、すべてのオブジェクトの重みの合計と各オブ

ジェクトのしきい値の重みを比較して判定されます。

•追跡リストをパーセントしきい値で判定する場合は、追跡リスト内のすべてのオブジェクト
にパーセントしきい値を割り当てます。各オブジェクトのステートは、各オブジェクトに割

り当てたパーセンテージとリストを比較して判定されます。

関連トピック

ブール式による追跡リストの設定

重みしきい値による追跡リストの設定, （6ページ）

パーセントしきい値による追跡リストの設定, （8ページ）

他の特性のトラッキング

拡張オブジェクトトラッキングを使用して他の特性を追跡することもできます。

• track ip route reachabilityグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用すると、IP
ルートの到達可能性を追跡できます。

• track ip route metric thresholdグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用すると、
ルートがしきい値を超えているか下回っているかを確認できます。

• track resolutionグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用すると、ルーティング
プロトコルのメトリック解決のデフォルト値を変更できます。

• track timer trackingコンフィギュレーションコマンドを使用すると、追跡対象オブジェクト
を定期的にポーリングするようにトラッキングプロセスを設定できます。

拡張オブジェクトトラッキング設定を確認する場合は、 show track特権 EXECコマンドを使用し
てください。

IP SLA オブジェクトトラッキング
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）は、ネットワークパフォーマンスの測定と診断を行う
ツールです。ネットワークパフォーマンスを測定するためのトラフィック生成には、アクティブ
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モニタリングが使用されます。Cisco IP SLA動作は、ネットワークのトラブルシューティングや
設計、分析に使用できるリアルタイムメトリックを収集します。

IP SLA動作のオブジェクトトラッキングを活用すると、クライアントは IP SLAオブジェクトの
出力を追跡して、その情報をアクションのトリガーに使用できます。各 IP SLA動作は、OKまた
はOverThresholdのような簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）動作の戻りコード値を保持
しているため、トラッキングプロセス側で解釈できます。ステートと到達可能性という IP SLA
動作の 2つの側面をトラッキングできます。ステートの場合、戻りコードが OKのとき、トラッ
クステートがアップします。リターンコードがOKではないとき、トラックステートはダウンし
ます。到達可能性の場合、戻りコードがOKまたはOverThresholdのとき、到達可能性がアップし
ます。リターンコードが OKではないとき、到達可能性はダウンします。

関連トピック

IP SLAオブジェクトトラッキングの設定, （14ページ）

スタティックルートオブジェクトトラッキング

拡張オブジェクトトラッキングを使用したスタティックルーティングサポートにより、デバイ

スで Internet Control Message Protocol（ICMP）pingを使用して、設定済みのスタティックルート
または DHCPルートのダウン時を特定できます。トラッキングを有効にしている場合、システム
はルートステートを追跡し、ステートの変化をクライアントに通知できます。スタティックルー

トオブジェクトトラッキングは、プライマリゲートウェイへの接続状態をモニタするために、

Cisco IP SLAを使用して ICMP pingを生成します。

この機能は、IPサービスイメージのみでサポートされています。

関連トピック

スタティックルーティング用のプライマリインターフェイスの設定, （16ページ）

DHCPのプライマリインターフェイスの設定, （16ページ）

IP SLAモニタリングエージェントの設定, （17ページ）

ルーティングポリシーおよびデフォルトルートの設定, （20ページ）

拡張オブジェクトトラッキングの設定方法

インターフェイスでのラインステートプロトコルまたは IP ルーティ
ングステートのトラッキングの設定

インターフェイスのラインプロトコルステートまたは IPルーティングステートを追跡するには、
次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネー
ブルにします。プロンプト

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   
が表示されたら、パスワー

ドを入力します。

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

（任意）インターフェイス

のラインプロトコルステー

track object-numberinterface interface-idline-protocol

例：
Device(config)# track 33 interface gigabitethernet 1/0/1
line-protocol

ステッ

プ 3   
トを追跡するための追跡リ

ストを作成し、トラッキン

グコンフィギュレーション

モードを開始します。

• object-number：追跡対
象オブジェクトの番号

です。指定できる範囲

は 1～ 500です。

• interface：追跡される
インターフェイスで

す。

（任意）追跡対象オブジェ

クトのステート変更の通信

delay {
object-numberupseconds[downseconds]|[upseconds]downseconds}

ステッ

プ 4   
を遅延させる時間（秒）を

指定します。範囲は 1～
180秒です。

グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻りま

す。

exitステッ

プ 5   

（任意）インターフェイス

の IPルーティングステー
track object-numberinterface interface-idip routing

例：
Device(config)# track 33 interface gigabitethernet 1/0/1
ip routing

ステッ

プ 6   
トを追跡するための追跡リ

ストを作成し、トラッキン

グコンフィギュレーション

モードを開始します。IP

Cisco IOS XE Everest 16.6.1（Catalyst 9300 スイッチ）IP コンフィギュレーションガイド
5

拡張オブジェクトトラッキングの設定

インターフェイスでのラインステートプロトコルまたは IP ルーティングステートのトラッキングの設
定



目的コマンドまたはアクション

ルート追跡では、ルーティ

ングテーブル内の IPルー
トおよびインターフェイス

の IPパケットルーティン
グ機能を追跡します。

• object-number：追跡対
象オブジェクトの番号

です。指定できる範囲

は 1～ 500です。

• interface：追跡される
インターフェイスで

す。

（任意）追跡対象オブジェ

クトのステート変更の通信

delay {
object-numberupseconds[downseconds]|[upseconds]downseconds}

ステッ

プ 7   
を遅延させる時間（秒）を

指定します。範囲は 1～
180秒です。

特権EXECモードに戻りま
す。

endステッ

プ 8   

指定したオブジェクトが追

跡されているかどうかを確

認します。

show trackobject-numberステッ

プ 9   

関連トピック

インターフェイスラインプロトコルまたは IPルーティングステートのトラッキング, （2
ページ）

追跡リストの設定

重みしきい値による追跡リストの設定

重みしきい値による追跡を行うには、複数オブジェクトを含んだ追跡リストを作成し、重みをし

きい値として使用することを指定したあと、各オブジェクトに重み値を設定します。各オブジェ

クトのステートは、アップであるすべてのオブジェクトの重み合計と各オブジェクトのしきい値

の重みを比較して判定されます。

重みしきい値のリストには、「NOT」ブール演算子を使用できません。
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重みしきい値を使用してオブジェクトの追跡リストを作成し、各オブジェクトに重み値を設定す

るには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにし
ます。プロンプトが表示されたら、

パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

トラッキング対象リストオブジェク

トを設定し、トラッキングコンフィ

track track-numberlist threshold {weight}

例：
Device(config)# track 4 list threshold weight

ステッ

プ 3   
ギュレーションモードを開始しま

す。指定できる track-numberの範囲
は 1～ 500です。

• threshold—追跡リストのステー
トがしきい値に基づくことを指

定します。

• weight—しきい値が重みに基づ
くことを指定します。

追跡対象のオブジェクトを指定しま

す。範囲は 1～ 500です。任意の
object object-number[weightweight-number]

例：
Device(config)# object 2 weight 15

ステッ

プ 4   
weightweight-numberには、オブジェ
クトのしきい値の重みを指定しま

す。範囲は 1～ 255です。
オブジェクトは存在してい

ないと追跡リストに追加で

きません。

（注）

（任意）重みしきい値を指定しま

す。

threshold weight {upnumber|[downnumber]}

例：
Device(config-track)# threshold weight up 30
down 10

ステッ

プ 5   

• upnumber：範囲は 1～ 255で
す。

• downnumber：（任意）範囲は
upnumberに選択した数値によっ
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目的コマンドまたはアクション

て異なります。upnumberを 25
に設定すると、down numberの
範囲は 0～ 24です。

（任意）追跡対象オブジェクトのス

テート変更の通信を遅延させる時間

delay {
upseconds[downseconds]|[upseconds]downseconds}

ステッ

プ 6   
（秒）を指定します。範囲は1～180
秒です。

特権 EXECモードに戻ります。endステッ

プ 7   

指定したオブジェクトが追跡されて

いるかどうかを確認します。

show trackobject-numberステッ

プ 8   

（任意）コンフィギュレーション

ファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ステッ

プ 9   

関連トピック

追跡リスト, （3ページ）

パーセントしきい値による追跡リストの設定

パーセントしきい値による追跡を行うには、複数オブジェクトを含んだ追跡リストを作成し、パー

センテージをしきい値として使用することを指定したあと、リスト内のすべてのオブジェクトに

パーセンテージを指定します。リストのステートは、各オブジェクトに割り当てたパーセンテー

ジとリストを比較して判定されます。

パーセントしきい値のリストには、「NOT」ブール演算子を使用できません。

パーセントしきい値を使用してオブジェクトの追跡リストを設定するには、次の手順を実行しま

す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにし
ます。プロンプトが表示されたら、

パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

トラッキング対象リストオブジェク

トを設定し、トラッキングコンフィ

track track-numberlist threshold {percentage}

例：
Device(config)# track 4 list threshold
percentage

ステッ

プ 3   
ギュレーションモードを開始しま

す。指定できる track-numberの範囲
は 1～ 500です。

• threshold—追跡リストのステー
トがしきい値に基づくことを指

定します。

• percentage—しきい値がパーセ
ンテージに基づくことを指定し

ます。

追跡対象のオブジェクトを指定しま

す。範囲は 1～ 500です。
オブジェクトは存在してい

ないと追跡リストに追加で

きません。

（注）

object object-number

例：
Device(config)# object 1

ステッ

プ 4   

（任意）パーセントしきい値を指定

します。

threshold percentage {upnumber|[downnumber]}

例：
Device(config)# threshold percentage up 51
down 10

ステッ

プ 5   

• upnumber：範囲は 1～ 100で
す。

• downnumber：（任意）範囲は
upnumberに選択した数値によっ
て異なります。upnumberを 25
に設定すると、down numberの
範囲は 0～ 24です。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1（Catalyst 9300 スイッチ）IP コンフィギュレーションガイド
9

拡張オブジェクトトラッキングの設定

追跡リストの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）追跡対象オブジェクトのス

テート変更の通信を遅延させる時間

delay {
upseconds[downseconds]|[upseconds]downseconds}

ステッ

プ 6   
（秒）を指定します。範囲は1～180
秒です。

特権 EXECモードに戻ります。endステッ

プ 7   

指定したオブジェクトが追跡されて

いるかどうかを確認します。

show trackobject-numberステッ

プ 8   

（任意）コンフィギュレーション

ファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ステッ

プ 9   

関連トピック

追跡リスト, （3ページ）

HSRP オブジェクトトラッキングの設定
特定のオブジェクトを追跡し、そのオブジェクトのステートに基づいて HSRPプライオリティを
変更できるようにスタンバイ HSRPグループを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブ
ルにします。プロンプトが表

enable

例：

Device> enable

ス

テッ

プ 1   示されたら、パスワードを入

力します。

グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ス

テッ

プ 2   

（任意）設定されたステート

を追跡するための追跡リスト

track object-number{interface interface-id{line-protocol|ip routing}|ip routeip
address/prefix-length{metric
threshold|reachability}list{boolean{and|or}}|{threshold{weight|percentage}}}

ス

テッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

を作成し、トラッキングコン

フィギュレーションモードを

開始します。

• object-number：追跡対象
オブジェクトの番号で

す。指定できる範囲は1
～ 500です。

•追跡するインターフェイ
スを選択するには、

interface interface-idを
入力します。

•インターフェイスライ
ンプロトコルステート

を追跡するには

line-protocolを入力しま
す。また、インターフェ

イス IPルーティングス
テートを追跡するには、

ip routingを入力しま
す。

• IPルートのステートを
追跡するには、ip
routeip-address/prefix-length
を入力します。

•しきい値メトリックを追
跡する場合は metric
threshold、ルートが到達
できるかどうかを追跡す

るには reachabilityを入
力します。

デフォルトの upしきい
値は254、デフォルトの
downしきい値は 255で
す。

•リスト内の一連のオブ
ジェクトを追跡するに

は、listを入力します。
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目的コマンドまたはアクション

追跡するイン

ターフェイス

ごとにこの手

順を繰り返し

てください。

（注）

グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exitス

テッ

プ 4   

インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始

します。

interface { interface-idス

テッ

プ 5   

HSRPグループの番号および
仮想 IPアドレスを使用して、

standby[group-number]ip[ip-addresssecondary]]ス

テッ

プ 6   HSRPグループを作成（また
はイネーブルに）します。

•（任意）group-number：
HSRPをイネーブルにす
るインターフェイスのグ

ループ番号を入力しま

す。指定できる範囲は0
～255です。デフォルト
は 0です。HSRPグルー
プが 1つしかない場合
は、グループ番号を入力

する必要はありません。

•（1つのインターフェイ
スで必須、それ以外は任

意）ip-address：ホット
スタンバイルータイン

ターフェイスの仮想 IP
アドレスを指定します。

少なくとも 1つのイン
ターフェイスに対して仮

想 IPアドレスを入力す
る必要があります。他の

インターフェイスは、そ

の仮想 IPアドレスを学
習します。
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目的コマンドまたはアクション

•（任意）secondary：IP
アドレスがセカンダリ

ホットスタンバイルー

タインターフェイスで

あることを指定します。

このキーワードが省略さ

れた場合、設定されたア

ドレスはプライマリ IP
アドレスになります。

特定のオブジェクトを追跡

し、そのオブジェクトステー

standby[group-number]track[object-number[decrement priority-decrement]]ス

テッ

プ 7   トに基づいてホットスタンバ

イプライオリティを変更でき

るように HSRPを設定しま
す。

•（任意）group-number：
追跡が適用されるグルー

プ番号を入力します。

• object-number：追跡対象
のオブジェクト番号を入

力します。指定できる範

囲は 1～ 500で、デフォ
ルトは 1です。

•（任意）secondary：IP
アドレスがセカンダリ

ホットスタンバイルー

タインターフェイスで

あることを指定します。

このキーワードが省略さ

れた場合、設定されたア

ドレスはプライマリ IP
アドレスになります。

•（任意）
decrementpriority-decrement：
追跡対象のオブジェクト

がダウンになった場合

（またはアップに戻った

場合）に、ルータのホッ

トスタンバイプライオ

リティを減少（または増
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目的コマンドまたはアクション

加）させる幅を指定しま

す。指定できる範囲は1
～255で、デフォルトは
10です。

特権 EXECモードに戻りま
す。

endス

テッ

プ 8   

スタンバイルータの IPアド
レスおよび追跡ステートを確

認します。

show standbyス

テッ

プ 9   

（任意）コンフィギュレー

ションファイルに設定を保存

します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ス

テッ

プ 10   

IP SLA オブジェクトトラッキングの設定
IP SLA動作のステートまたは IP SLA IPホストの到達可能性を追跡するには、次の手順を実行し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルに
します。プロンプトが表示された

ら、パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

トラッキングコンフィギュレーショ

ンモードを開始し、IP SLA動作の
ステートを追跡します。

track object-numberrtr operation-numberstate

例：
Device(config)# track 2 200 state

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

• object-numberの範囲は 1～ 500
です。

• operation-numberの範囲は 1～
2147483647です。

（任意）追跡対象オブジェクトのス

テート変更の通信を遅延させる時間

delay {
upseconds[downseconds]|[upseconds]downseconds}

ステップ 4   

（秒）を指定します。範囲は 1～
180秒です。

グローバルコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exitステップ 5   

トラッキングコンフィギュレーショ

ンモードを開始し、IP SLA動作の
ステートを追跡します。

track object-numberrtr operation-numberstateステップ 6   

• object-numberの範囲は 1～ 500
です。

• operation-numberの範囲は 1～
2147483647です。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 7   

指定したオブジェクトが追跡されて

いるかどうかを確認します。

show trackobject-numberステップ 8   

（任意）コンフィギュレーション

ファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ステップ 9   

関連トピック

IP SLAオブジェクトトラッキング, （3ページ）
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スタティックルートオブジェクトトラッキングの設定

スタティックルーティング用のプライマリインターフェイスの設定

スタティックルーティングのプライマリインターフェイスを設定するには、次の手順を実行しま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。プロン
プトが表示されたら、パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

プライマリまたはセカンダリインターフェイス

を選択し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interfaceinterface-idステップ 3   

インターフェイスに説明を追加します。descriptionstringステップ 4   

インターフェイスのプライマリまたはセカンダリ

IPアドレスを設定します。
ip addressip-address
mask[secondary]

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exitステップ 6   

関連トピック

スタティックルートオブジェクトトラッキング, （4ページ）

DHCP のプライマリインターフェイスの設定
DHCPのプライマリインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。プロン
プトが表示されたら、パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

プライマリまたはセカンダリインターフェイスを

選択し、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interfaceinterface-idステップ 3   

インターフェイスに説明を追加します。descriptionstringステップ 4   

DHCPクライアントを設定し、追加されたルート
を指定の追跡番号に関連付けます。有効な数値は

1～ 500です。

ip dhcp client route
tracknumber

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exitステップ 6   

関連トピック

スタティックルートオブジェクトトラッキング, （4ページ）

IP SLA モニタリングエージェントの設定
プライマリインターフェイスおよびエージェント状態をモニタするトラックオブジェクトを使用

して、IPアドレスの pingを実行するように IP SLAエージェントを設定することができます。

Cisco IP SLAでネットワークモニタリングを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモー
ドをイネーブル

enable

例：

Device> enable

ス

テッ

プ 1   にします。プロ

ンプトが表示さ

れたら、パス

ワードを入力し

ます。

グローバルコン

フィギュレー

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ス

テッ

プ 2   ションモードを

開始します。

Cisco IP SLA動
作の設定を開始

ip slaoperation numberス

テッ

プ 3   し、IPSLAコン
フィギュレー

ションモードを

開始します。

Cisco IP SLAエ
ンドツーエンド

icmp-echo{ destination ip-address|destination hostname[source -
ipaddr{ip-address|hostnamesource-interfaceinterface-id]

ス

テッ

プ 4   ICMPエコー応
答時間動作を設

定し、IP SLA
ICMPエコーコ
ンフィギュレー

ションモードを

開始します。

要求パケットの

応答に対する動

timeoutmillisecondsス

テッ

プ 5   作の待機時間を

設定します。

動作がネット

ワークに送信さ

frequency秒ス

テッ

プ 6   れる頻度を設定

します。

反応イベントを

生成し、その動

thresholdmillisecondsス

テッ

プ 7   
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目的コマンドまたはアクション

作の履歴情報を

保存するしきい

値（ヒステリシ

ス）の上限を設

定します。

IP SLA ICMPエ
コーコンフィ

exitス

テッ

プ 8   ギュレーション

モードを終了し

ます。

単一の IP SLA
動作のスケ

ip sla schedule operation-number[life
{forever|seconds}]start-timetime|pending|now|aftertime]ageoutseconds][recurring]

例：
Device(config)# track 2 200 state

ス

テッ

プ 9   ジューリングパ

ラメータを設定

します。

• object-number
の範囲は 1
～ 500で
す。

• operation-number
の範囲は 1
～
2147483647
です。

Cisco IOS IP SLA
動作の状態を追

track object-numberrtr operation-numberstatereachabilityス

テッ

プ 10   跡し、トラッキ

ングコンフィ

ギュレーション

モードを開始し

ます。

特権 EXECモー
ドに戻ります。

endス

テッ

プ 11   

指定したオブ

ジェクトが追跡

show trackobject-numberス

テッ

プ 12   されているかど

うかを確認しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コン

フィギュレー

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ス

テッ

プ 13   ションファイル

に設定を保存し

ます。

関連トピック

スタティックルートオブジェクトトラッキング, （4ページ）

ルーティングポリシーおよびデフォルトルートの設定

オブジェクトトラッキングを使用してバックアップスタティックルーティングのルーティング

ポリシーを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブ
ルにします。プロンプトが表

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   
示されたら、パスワードを入

力します。

グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

拡張 IPアクセスリストを定
義します。オプションの文字

を設定します。

access-listaccess-list-numberステッ

プ 3   

ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始し、

route-mapmap tag[permit|deny][sequence-number]ステッ

プ 4   
特定のルーティングから別の

ルーティングへの再配信ルー

トの条件を定義します。

標準または拡張アクセスリ

ストに許可された宛先ネット

match ip address{access-list
number[permit|deny][sequence-number]

ステッ

プ 5   
ワーク番号アドレスを持つ
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目的コマンドまたはアクション

ルートを配信し、パケットの

ポリシールーティングを実

行します。複数の番号または

名前を入力できます。

DHCPネットワーク専用。
DHCPクライアントが学んだ

set ip next-hop dynamic dhcpステッ

プ 6   
最新のゲートウェイへのネク

ストホップを設定します。

スタティックルーティング

ネットワーク専用。ポリシー

set interfaceinterface-idステッ

プ 7   
ルーティングのルートマッ

プ一致条件をパスした出力パ

ケットの送信場所を指定しま

す。

グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exitステッ

プ 8   

ルートマップを特定し、ロー

カルポリシールーティング

に使用します。

ip local policy route-mapmap tagステッ

プ 9   

スタティックルーティング

ネットワーク専用。スタ

ip routeprefix mask{ip address|interface-id[ip
address]}[distance][name][permanent|tracktrack-number][tag
tag]

ステッ

プ 10   
ティックルートを確立しま

す。tracktrack-numberを入力
し、設定したトラックオブ

ジェクトがアップした場合に

限り、スタティックルート

がインストールされるように

指定します。

特権 EXECモードに戻りま
す。

endステッ

プ 11   

IPルートトラックテーブル
の情報を表示します。

show ip route track tableステッ

プ 12   

（任意）コンフィギュレー

ションファイルに設定を保

存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config startup-config

ステッ

プ 13   
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関連トピック

スタティックルートオブジェクトトラッキング, （4ページ）

拡張オブジェクトトラッキングのモニタリング
下の表に示す特権 EXECコマンドまたはユーザ EXECコマンドを使用して、拡張オブジェクトの
追跡情報を表示します。

表 1：追跡情報を表示するコマンド

目的コマンド（Command）

IPルートトラックテーブルの情報を表示します。show ip route track table

すべての追跡リストまたは指定リストの情報を表示

します。

show track [object-number]

すべてのインターフェイスまたは指定されたイン

ターフェイスに対する VTPのステータスおよび設
定を表示します。

show track brief

追跡対象のインターフェイスオブジェクトに関す

る情報を表示します。

show track interface [brief]

追跡対象 IPルートオブジェクトの情報を表示しま
す。

show track ip [object-number][brief]route

追跡対象パラメータの解像度を表示します。show track resolution

追跡対象のポーリングインターバルタイマーを表

示します。

show track timer
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その他の参考資料

MIB

MIB リンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、ProductAlert Tool（FieldNotice
からアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

拡張オブジェクトトラッキングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよび Ciscoソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索
するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2：拡張オブジェクトトラッキングの機能情報

機能情報リリース機能名（Feature Name）

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1拡張オブジェクトトラッキン

グ

   Cisco IOS XE Everest 16.6.1（Catalyst 9300 スイッチ）IP コンフィギュレーションガイド
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